
項目 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 ７回目 ８回目 ９回目 １０回目１１回目１２回目１３回目１４回目１５回目１６回目１７回目１８回目１９回目２０回目

紙を見ないで話す
３分間以内で話し終える
礼で始まり、礼で終わる
張りのある声で話す

1 聴衆は物語しか聞かへんで
2 聴衆が興味あることを話せ
3 相手にメリットを与える
4 話す内容の順番を工夫する
5 言いたいことは一つだけにする
6 中心部以外の枝葉末節は伝えない
7 何が言いたかったのか最後にまとめる
8 インパクトに残るフレーズを一つ言う
9 「意外なこと！？」を言わなければならない
10 最後にオチが必要
11 具体的な固有名詞をあえて出せ
12 形容詞は使わない。数字と事実、動作で伝える

リズム・テンポの向上技術 13 笑わせろ
プレゼンターの人間性の向上技術 14 自慢話は言うな。失敗談を話せ

引き込む技術 15 興奮は伝わるんやで、感情を乗っけてや
分かりやすさの技術 16 短文で話す

17 相づちは、さんまさんで
18 時には、グサッと突き刺さる言葉も言う
19 急にスピードを上げる。
20 「よ」「か」「ね」「るんです」「うんです」で聴衆に話しかける

21 キレイに話さない。時に、・・・つまる
22 実際の会話を入れる
23 序破急で伝える
24 同じ言葉を繰り返す
25 対句はリズムが良くなる
26 「間（ま）」はホンまに大事やで
27 第三者の意見を言う
28 聴衆を褒める
29 例えを駆使する
30 絶対、まったく、100％、という言葉を使う
31 プレゼン者の中で一番大きな声を出す
32 接続詞を入れない
33 助詞を入れない
34 「など」ってなんで使うねん？
35 「体言止め」を使う

36 ニコーって笑う
37 表情は６パターン必要
38 ジェスチャーは良いことだらけ
39 聴衆の目を６秒ずつ見る

無駄を削除する技術 40 変な動きしてるって分かってる？
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ネ
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講
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に
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講
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講
生
の
方
に
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講
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。

採点表

リアリティを出す技術

リアリティを出す技術

説得力を向上させる技術

引き込む技術

刺激を与えることの技術

分かりやすさの技術

刺激を与える技術

プレゼンターの人間性の向上技術

創造力

基礎編

内容編

見た目編

プレゼンターの人間性の向上技術

伝え方編

技術ではなく常識

リズム・テンポの向上技術

無駄を削除する技術

説得力を向上させる技術

コミュニケーション能力 人間関係力 ストレスコントロール力 察知力


